
　
我
が
国
は
現
在
、
東
日
本
大
震
災
に
端

を
発
す
る
深
刻
な
電
力
不
足
の
状
況
に
あ

り
ま
す
。
多
く
の
原
発
で
運
転
再
開
の
見

通
し
が
つ
か
ず
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の

た
め
化
石
燃
料
発
電
も
減
ら
さ
ね
ば
な
ら

な
い
中
で
、
節
電
の
必
要
な
現
状
を
ど
う

打
開
す
る
か
、
本
稿
で
十
分
に
答
え
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
解
決
の
た
め
の
一
つ

の
キ
ー
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
が
、

こ
れ
に
頼
れ
ば
よ
い
と
安
易
に
考
え
る
の

は
危
険
で
す
。
本
稿
で
は
日
本
全
国
の
電

力
需
要
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
火
力
、
原

子
力
以
外
の
発
電
方
式
が
ど
れ
だ
け
貢
献

で
き
る
か
、
簡
単
な
計
算
を
行
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
読
者
の
皆
様
が
検
討

さ
れ
る
た
め
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、議
論
の
前
提
と
し
て
国
際
連
系（
隣

国
と
の
間
で
電
力
の
融
通
を
行
う
こ
と
）

は
考
え
な
い
こ
と
に
し
ま
す
。

（
１
）必
要
な
電
力

　
我
が
国
全
体
で
使
わ
れ
て
い
る
電
力
は
、

最
大
で
1
億
8
千
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
弱（
最

近
10
年
間
平
均
値
）で
す
。
人
口
が
約
1

億
3
千
万
で
す
の
で
、
一
人
あ
た
り
1
・

４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
る
計
算
に
な

り
ま
す
。
我
々
は
生
き
て
い
く
た
め
に
食

物
か
ら
一
日
２
千
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
強
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
得
て
い
ま
す（
成
人
男
性
の

場
合
）。
こ
れ
は
24
時
間
単
純
平
均
値
で

約
百
ワ
ッ
ト
に
相
当
し
ま
す
。
使
っ
て
い

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
い
か
に
多
い
か
実
感
で

き
ま
す
。

（
２
）水
力
発
電

　
利
用
可
能
な
水
量
と
日
本
の
国
土
的
特

性（
高
低
差
）か
ら
供
給
可
能
量
を
計
算
し

ま
す
。
国
土
面
積
約
38
万
平
方
キ
ロ
と
年

間
平
均
降
水
量
１
７
０
０
ミ
リ
か
ら
単
純
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「エネルギー問題」Ⅰ～「発電技術」～

計
算
す
る
と
雨
水
の
総
量
は
約
６
５
０
０

億
立
米
と
な
り
ま
す
が
、
地
面
へ
の
浸
透

や
蒸
発
等
利
用
で
き
な
い
部
分
も
多
く
、

実
際
に
利
用
さ
れ
て
い
る
水
量
は
約
８
０

０
億
立
米
で
す
。
日
本
の
土
地
の
平
均
標

高
３
９
０
メ
ー
ト
ル
を
用
い
て
位
置
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
計
算
す
る
と
約
８
５
０
億
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
相
当
と
な
り
ま
す
が
、
年
間
の

水
力
発
電
総
量
は
６
０
０
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト

時
ほ
ど
で
す
。
既
に
使
え
る
分
は
殆
ど
全

て
発
電
に
使
っ
て
お
り
、
現
在
総
需
要
の

10
%
程
度
で
あ
る
水
力
発
電
の
寄
与
を

大
幅
に
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
分
か

り
ま
す
。

（
３
）バ
イ
オ
マ
ス
・
廃
棄
物
発
電
お
よ
び

地
熱
発
電

　
廃
棄
物
発
電
は
ゴ
ミ
焼
却
で
発
生
す
る

熱
を
用
い
た
火
力
発
電
で
す
。
高
温
焼
却

す
れ
ば
有
害
化
学
物
質
の
発
生
を
抑
制
し

つ
つ
発
電
効
率
の
向
上
も
図
れ
、
熱
併
給

（
コ
ジ
ェ
ネ
）も
可
能
で
す
。
我
が
国
の
廃

棄
物
発
電
は
現
在
約
70
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

を
上
回
っ
て
お
り
、
水
力
発
電
量
の
一
割

を
超
え
る
発
電
量
で
す
が
、
さ
ら
な
る
拡

充
が
望
ま
れ
ま
す
。
我
が
国
の
一
年
間
の

ご
み
総
排
出
量
５
千
万
ト
ン
を
低
位
発
熱

量
に
換
算
す
る
と
１
２
０
０
億
キ
ロ
ワ
ッ

ト
時
程
度
と
な
り
ま
す
。
熱
効
率
を
仮
に

25
％
と
し
て
一
定
出
力
さ
せ
る
と
５
０
０

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
弱
の
電
気
出
力
が
得
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
植
物
体
が
光
合
成
に
よ
っ
て
作
り
出
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
食
物
連
鎖
を
通
し
て
生
態

系
全
体
を
養
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
人

間
が
介
入
し
て
一
部
を
発
電
に
利
用
す
る

方
式
を
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と
い
い
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
先
進
国
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
で
は
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
２
割
弱
が
こ

れ
に
よ
り
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
国
は

国
土
面
積（
約
45
万
平
方
キ
ロ
）、
森
林
面

積
比
率（
約
70
％
）と
も
に
我
が
国
と
さ
ほ

ど
か
わ
り
ま
せ
ん
。
我
が
国
が
森
林
利
用

率
を
改
善
し（
現
在
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
6

割
程
度
）、
計
画
的
か
つ
持
続
可
能
な
方

式
で
有
効
活
用
す
れ
ば
有
望
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
す
。
お
が
く
ず
１
３
０
０
万
ト
ン
を

初
め
と
し
て
我
が
国
で
年
間
に
生
じ
る
未

利
用
木
材
は
膨
大
で
、こ
れ
ら
を
全
て
熱
・

電
気
併
給
発
電
に
用
い
た
と
す
れ
ば
約
７

０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
一
定
出
力
が
得
ら

れ
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

　
地
熱
発
電
は
全
国
で
約
50
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
が
稼
働
中
で
す
。
我
が
国
は
世
界
有
数

の
火
山
国
で
す
の
で
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
高
く
賦
存
量
は
３
千
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
国
内
企
業
の
世
界
シ
ェ

ア
は
7
割
と
技
術
力
で
日
本
は
ト
ッ
プ
で

す
。
本
項
で
述
べ
た
三
方
式
は
そ
れ
自
身

で
は
化
石
燃
料
を
浪
費
し
な
い
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
な
が
ら
可
制
御
な
安

定
電
源
で
あ
り
、
開
発
を
加
速
す
べ
き
で

す
。

（
４
）風
力
発
電

　
発
電
コ
ス
ト
が
9
〜
14
円
と
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
中
で
は
低
い
方
式
で
す
の
で
適

地
に
は
積
極
的
に
導
入
し
て
い
く
べ
き
で

す
。
我
が
国
の
場
合
、
浮
体
式
の
洋
上
風

車
導
入
も
魅
力
的
で
す
。
最
近
公
表
さ
れ

た
経
産
省
の
試
算
で
は
現
実
的
な
導
入
可

能
量
と
し
て
、
少
な
い
ケ
ー
ス
で
も
２
５

０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
程
度
と
い
う
検
討
結

果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
注
意
も
必
要
で
す
。
米
国
、
西
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欧
、
中
国
を
含
む
風
力
発
電
導
入
量
の
多

い
国
を
中
心
に
風
が
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
と

い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
風
車
は
地
球
熱

流
体
シ
ス
テ
ム
の
駆
動
系
か
ら
み
た
場
合
、

負
荷
に
当
た
る
の
で
、
こ
れ
が
増
え
れ
ば

風
が
弱
ま
っ
て
い
く
の
は
当
然
と
も
い
え
、

地
球
環
境
シ
ス
テ
ム
ま
で
含
め
た
総
合
的

な
検
討
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
５
）太
陽
光
発
電

　
平
均
的
な
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
3

〜
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
程
度
の
出
力
で
す
。
太

陽
電
池
パ
ネ
ル
は
快
晴
時
に
一
平
米
あ
た

り
百
ワ
ッ
ト
程
度
を
発
電
す
る
こ
と
が
で

き
、
必
要
な
面
積
は
30
〜
40
平
米
と
な
り

ま
す
が
、
平
均
的
な
一
戸
建
住
宅
の
屋
根

で
ま
か
な
え
る
大
き
さ
で
す
。
電
力
需
要

が
ピ
ー
ク
と
な
る
真
夏
の
晴
れ
の
日
の
最

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
時
間
帯
に
、

需
要
地
側
か
ら
の
供
給
が
可
能
で
す
。
国

の
目
標
で
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
５
千
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
余
を
太
陽
光
発
電
の
形
で
導

入
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
最
大
需
要
は
既

述
の
と
お
り
1
億
8
千
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で

す
の
で
設
備
容
量
で
は
3
割
弱
を
占
め
る

と
い
え
ま
す
。
製
作
技
術
が
進
み
、
生
産

量
と
と
も
に
製
造
コ
ス
ト
が
低
く
抑
え
ら

れ
れ
ば
、
設
備
コ
ス
ト
は
さ
ら
に
低
く
な

っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
水
力
、
風
力
、
化
石
燃
料
な
ど
多
く
の

（
地
熱
を
除
き
ほ
と
ん
ど
全
て
の
）エ
ネ
ル

ギ
ー
の
根
源
で
す
。
未
利
用
の
太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
適
切
に
利
用
す
る
こ
と
は
環
境

へ
の
擾
乱
が
小
さ
い
理
想
の
形
態
で
す
。

我
が
国
で
は
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
タ
イ
プ（
家

庭
の
屋
根
に
設
置
）を
中
心
に
導
入
す
る

方
針
で
臨
ん
で
お
り
、
前
項
で
述
べ
た
よ

う
な
地
球
環
境
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
影
響

は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

（
６
）そ
の
他
の
新
技
術

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は
他
に
も
多
く

の
方
式
が
研
究
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

開
発
が
重
要
な
の
は
当
然
で
す
。
注
意
が

必
要
な
の
は
、
い
わ
ゆ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ

ー
べ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
属
す
る
技
術
と
の
混

同
で
す
。
自
立
的
に
運
転
さ
れ
る
遠
隔
・

野
外
設
備
あ
る
い
は
小
電
力
で
十
分
な
用

途
で
は
、
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
ず
に
捨
て
ら

れ
て
い
た
空
中
の
電
波
や
熱
、
振
動
な
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
拾
い
集
め
て
電
気
の
形

態
に
変
え
る
の
は
非
常
に
重
要
で
す
。
し

か
し
、
こ
れ
に
よ
り
社
会
が
必
要
と
す
る

膨
大
な
電
力
を
得
よ
う
と
す
る
の
は
非
現

実
的
で
す
。

（
７
）ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
と
ま
と
め

　
本
稿
で
行
っ
た
計
算
結
果
を
積
み
上
げ

れ
ば
分
か
り
ま
す
が
、
原
子
力
を
利
用
し

な
い
か
ぎ
り
、
今
夏
同
様
の
電
力
不
足
は

今
後
数
年
に
わ
た
っ
て
継
続
し
ま
す
。

近
々
に
解
消
す
る
唯
一
の
解
は
電
力
料
金

値
上
げ
と
炭
酸
ガ
ス
排
出
量
増
大
を
覚
悟

の
上
で
高
コ
ス
ト
火
力
発
電
を
運
転
す
る

こ
と
で
す
。
長
期
的
に
は
本
稿
で
述
べ
た

様
々
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
導

入
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

太
陽
光
・
風
力
に
依
存
す
れ
ば
総
発
電
量
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が
変
動
し
や
す
く
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
発
電
量
の
変
動
は
電
圧
や
周
波

数
の
変
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

適
正
範
囲
に
抑
え
る
に
は
、
電
力
貯
蔵
装

置
や
従
来
型
火
力
発
電
等
可
制
御
電
源
に

よ
り
適
切
に
補
償
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
キ
ー
は
自
然
現
象
の
高
精
度
な

予
測
と
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
最
適
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
運
用
・
制
御
、
な
ら
び
に
太

陽
光
・
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
の
耐
故
障
性

の
改
善
で
す
。
ド
イ
ツ
で
は
大
幅
な
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
導
入
に
よ
っ
て
送
電

網
の
拡
充
整
備
が
必
要
と
な
り
、
電
力
料

金
を
押
し
上
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
運
用
・

制
御
等
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
面
の
高
機
能
化
に

よ
り
送
電
イ
ン
フ
ラ
へ
の
必
要
投
資
を
最

大
限
抑
え
る
べ
き
で
す
。
熱
供
給
他
、
電

力
以
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
連
携
も
重
要

に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
稿
の
議
論

を
も
と
に
中
期
的
に
火
力
発
電
に
頼
よ
ら

ず
に
電
力
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
想
定
し
て
、
日
間
の
発
電
電
力
変
化

の
イ
メ
ー
ジ（
夏
季
平
日
）を
作
成
し
て
み

ま
し
た
の
で
、
左
図
に
示
し
ま
す
。
太
陽

光
お
よ
び
風
力
の
設
備
容
量
は
図
中
最
大

出
力
よ
り
も
大
き
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
注
意
を
要
し
ま
す
。

　
電
力
貯
蔵
装
置
の
導
入
を
進
め
、
有
効

に
利
用
す
る
こ
と
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
打

開
の
キ
ー
で
す
。
ま
た
根
本
的
な
問
題
解

決
に
は
、
電
気
利
用
技
術
を
高
度
化
し
、

そ
も
そ
も
の
需
要
を
抑
え
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
こ
う
し
た
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
は

次
号
以
降
に
詳
述
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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